
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年４月２４日  文責 岡田 
 

No.4 

 

STOP！いじめ ４月はいじめ防止強化月間！ 
 いじめは、いじめを受けた子どもの教育を受ける権利

を奪い、大切な命までも危険にさらす決して許すことの

できないものです。また、いじめは誰にでも、どこででも

起こりうるものであり、亀山中学校においても例外では

ありません。 

三重県いじめ防止条例第１８条第２項では、４月、１１

月を「いじめ防止強化月間」と定めています。その主旨

は「学校・家庭・地域がそれぞれの役割と責任を自覚し、

相互に協力し合いながら、社会総がかりでいじめの根絶

に向けて取り組むという気運を高めるとともに、いじめの

未然防止及び早期発見・早期対応をめざした取組を推

進します。」とされています。 

令和５年度の学校がスタートして２週間以上がたちました。新しいクラスの状態はいかがでしょうか。ま

た部活動も１年生が正式入部となれば、新たなメンバーで動き出します。部活動では１年生にいろんなこ

とを教えてあげるのが先輩の役割となるでしょう。こうした人と人との関わり合いの中で、どのように人間

関係を築いていくのかは、大切な学びであり、大人になっていくために必要不可欠なことです。生徒のみ

なさんには入学式、始業式で、多様な人がいること、一人ひとりの個性を尊重した生き方が必要であるこ

とを、あの「イマーナの作文」からお話しました。それはすなわち、いじめを許さない集団の基本となるもの

です。また仮に「自分はいじめをしない」と思っていても、身の回りに起こっている「いじめやいじめかもし

れない」出来事を放置したり、無関心であったりなどの「観衆」や「傍観者」になっていないか、ということ

まで考えられなくてはなりません。よくあるいじめのケースでもいじめを行う側の生徒が罪の意識を感じて

いない例があります。更に、「いじめ」に実際に加担していなくとも、「いじめ」の行為を面白がって見てい

たり、はやしたてたりする「観衆」や、それらを見て見ぬふりをしている「傍観者」という立場では、いじめを

解決していくことはできません。 

 いじめをさせない、見逃さないために… 
 

今の学級、部活動などの状態は？ 
 

生徒のみなさん、いじめをゆるさない、いじめられる人をつくらないことはもちろんですが、「いじめる人」

をつくらないことも同様に大切です。仲間として一人ひとりを大切にしていきましょう。 

そして保護者のみなさま、いじめは犯罪となりえるケースもたくさんあります。子どもを被害の側だけでな

く、加害の側にもするわけにはいきませんし、保護者の責任も問われます。もちろん学校も十分な手立てを

講じていかなければ、その責任が問われることを自覚しています。「子どもを守る」という強い意志のもと、

日々の子どもの様子を見落とすことなく、会話を続けながら、子どもたちに寄り添っていきましょう。気になる

様子があれば、いつでもご相談ください。 



 

 

 


